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１ ． は じ め に

大 阪 層 群 の 第 三 海 成 粘 土 層 （ 以 下 Ｍ ａ ３ と 呼 ぶ ） に 挟 ま れ る ア ズキ 火 山 灰 は ， 近 畿 地 域 に お

ける前期更新世最末期の重要な鍵層の１つである（藤田ほか，１９５１；市原，１９６０；横山・

楠木，１９６７；ｌｔｉｌｌａｒａｅｔａ１．，１９７５）が，長い間その噴出源が明らかではなかった．これ

ま で ア ズ キ 火 山 灰 は ， 大 阪 よ り 東 方 の 火 山 灰 ， 即 ち ， 滋 賀 県 志 賀 町 に 産 す る 古 琵 琶 湖 層

群喜撰火山灰（林，１９７４；Ｙ（）ｋｏｙａｍａ，１９７５），三重県磯部町に産する先志摩層磯部火山灰
（町田ほか，１９８０），千葉県市原市に産する上総層群Ｋｕ６Ｃ火山灰（町田ほか，１９８０）と対比

されてきた（第１図）．このことは，アズキ火山灰カｆ５００ｋｍを越える範囲に分布する広域テ
フラであることを意味する（例えば，町田・新井，１９９２：ｐ．１７３）．

中 部 九 州 で は 広 い 分 布 域 を も つ 大 規 模 火 砕 流 が 複 数 確 認 さ れ て お り ， ア ズ キ 火 山 灰 の
堆 積 時 期 と 同 時 期 の 前 期 更 新 世 最 末 期 （ ハラ ミ ヨ ・ サ ブク ロ ン 後 の 松 山 逆 磁 極 期 ） に 噴 出 し
た大規模火砕流としては，今市火砕流（小野，１９６３；星住ほか，１９８８；他）がある．従来，

今市火砕流は現存体積約３ｋｍ３程度の火砕流としてしか認識されていなかった（Ｋａｌｎａｔ；ａ，１

９８９ｂ）．しかし，鎌田ほか（１９９４ａ）は今市火砕流の分布域と噴出源を再検討した結果，今

市 火 砕 流 が 推 定 体 積 約 ９ ０ ｋ ｍ ３ に 及 ぶ 大 規 模 火 砕 流 で あ り ， 大 分 県 中 部 の 猪 牟 田 カ ル デ ラ
（Ｋａｍａｔａ，１９０ａ；鎌田，１Ｓ）９３）から噴出したことを明らかにした．
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鎌田ほ；４ヽ（１９９４ｂ）は，今市火砕流がアズキ火山灰とＫｕ６Ｃ火山灰の両者と対比されるかど

うかの検討を行うために，今市火砕流・アズキ火山灰・Ｋｕ６Ｃ火山灰の３者の試料について，
（１）ガラス・斜長石・全重鉱物の量比，（２）重鉱物中の斜方輝石・単斜輝石・緑色普通角

閃 石 ・ 褐 色 普 通 角 閃 石 ・ 黒 雲 母 ・ 燐 灰 石 ・ 不 透 明 鉱 物 の 量 比 ， （ ３ ） ガ ラス ・ 斜 方 輝 石 ・ 単

斜 輝 石 の 屈 折 率 の そ れ ぞ れ の 測 定 を 行 っ た ． 今 市 火 砕 流 ・ ア ズキ 火 山 灰 ・ Ｋ ｕ ６ Ｃ 火 山 灰 中
の 構 成 物 の 垂 直 変 化 を 比 較 し た と こ ろ ， 下 位 か ら 上 位 へ 向 け て 珪 長 質 か ら 苦 鉄 質 へ の 系

統的な組成変化が認められ，３者が対比できることが判明した（鎌田ほか，１９９２）．また，

今 市 火 砕 流 の 直 下 に 堆 積 して い る プ リ ニ ア ン 降 下 軽 石 層 と ， ア ズキ 火 山 灰 及 び Ｋ ｕ ６ Ｃ 火 山

灰 の 基 底 に 見 ら れ る 白 色 細 粒 火 山 灰 層 （ い わ ゆ る “ ハ カ マ ” ） 中 の 構 成 物 を 調 べ た と こ ろ ，
これらも同様に対比されることが判明した．このことは，アズキ火山灰とＫｕ６Ｃ火山灰が，

今市火砕流の遠方堆積相であるｃｏ-ｉ卯ｉｎｌｂｒｉｔｅａｓｈ（１；ｐａｒｋｓａｎｄ諧婁ｋｅｒ，１９７７；１４ａｃｈｉｄａ
ａｎｄＡｒａｉ，１９８３）と，プリニアン降下軽石の遠方堆積相（ｄｉｓｔａｌｐｌｉｎｉａｎａｓｈ）との両者

で構成されることを示す（鎌田ほか，１９９３）．即ち，アズキ火山灰及びＫｕ６Ｃ火山灰中には，

今 市 火 砕 流 の 噴 火 サ イ． クル 中 の 全 噴 出 物 （ プ リ ニ ア ン 降 下 軽 石 ， 珪 長 質 の 今 市 火 砕 流 ， 苦

鉄 質 の 今 市 火 砕 流 ； 以 下 で ぱ 今 市 噴 出 物 ” と 略 記 す る ） の 層 序 が ， 給 源 か ら そ れ ぞ れ ４
５０ｋｍ及び９００ｋｍ飛来した遠隔地においても保存されていることを意味する．

第 １ 図
ア ズ キ 火 山 灰 及 び こ れ に 対 比 さ れ る 火 山 灰 の 確 認 さ れ た 地 点 と ， 今 市 火 砕 流 を

噴出した猪牟田カルデラ．１：大阪層群アズキ火山灰（鎌田ほか，１９９４ｂ），２：古
琵琶湖層群喜撰火山灰（林，１９７４），３：先志摩層磯部火山灰（町田ほか，１９８０），

４：上総層群Ｋｕ６Ｃ火山灰（町田ほか，１９８０；篠崎ほか，１９８８）．⑧印：猪牟田カル

デラ（ＫＥｌｍａｔａ，１９８９ａ）．点線は今市火砕流の分布範囲を示す（鎌田ほか，１９９４ａ）．

ま た ， 最 近 ア ズキ 火 山 灰 ・ Ｋ ｕ ６ Ｃ 火 山 灰 ・ 今 市 火 砕 流 の そ れ ぞ れ の 古 地 磁 気 測 定 が 行 わ

れ，３者が同じ磁化方位（偏角及び伏角）を示すことが判明している（林田ほか，１９９３）．さ
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らに，鎌田・檀原（１９９４）は，今市噴出物・アズキ火山灰・Ｋｕ６Ｃ火山灰中に見られるマグ

マ の 混 合 と ， 飛 来 距 離 に よ る 構 成 物 の 変 化 を 論 じ た ， 本 報 告 で は ， 今 市 噴 出 物 ・ 大 阪 層

群アズキ火山灰・上総層群Ｋｕ６Ｃ火山灰を例にとり，九州一大阪一房総にわたる広域火山灰

の 対 比 に 関 す る い く っ か の ト ピ ッ ク ス を 論 ず る ．

２．今市噴出物・アズキ火山灰・Ｋｕ６Ｃ火山灰に見られるマグマの混合

今市噴出物中に２種のガラス及び２種の斜方輝石が産すること（鎌田ほか，１Ｓ）９４ｂ）は，今

市火砕流のマグマ溜りに（池ｎｌｐｏｓｉｔｉｏｎａｌｚｏｎｉｎｇがあったことを示す．また，このよう
な証拠は，アズキ火山灰及びＫｕ６Ｃ火山灰中にも１１１ぼ忠実に再現されている．
一般に，低屈折率のガラスは高Ｓｉ０２の岩石中に産し，高屈折率のガラスは低Ｓｉ０２の岩

石中に産する（Ｋｉｔｌ；１ｅｍａｎ，１９６３）．これに対し，低屈折率の斜方輝石は高Ｍｇ／Ｆｅ比を示し，

高屈折率の斜方輝石は低Ｍｇ／Ｆｅ比を示す（Ｄｅｅｒｅｔａ１．，１９７８）．従って，計測されたガラ
ス屈折率（第２図）及び斜方輝石屈折率（第３図）の変化は，いずれもマグマ組成の同一方向

の 進 化 を 示 唆 し て い る ． 即 ち ， プ リ ニ ア ン 噴 火 と 火 砕 流 噴 火 の 前 半 で は 珪 長 質 マ グ マ が

噴 出 し ， 火 砕 流 噴 火 の 後 半 で は 珪 長 質 マ グ マ と 苦 鉄 質 マ グ マ と の 混 合 物 が 噴 出 し た こ と
を意味する．
た だ し ， マ グ マ 混 合 開 始 の 証 拠 が 得 ら れ る 層 準 は ， ガ ラ ス に よ る 結 果 と 斜 方 輝 石 に よ

る結果とでは若干異なる．即ち，今市火砕流の基底部非溶結相（第２図４）から強溶結相（７）

の 間 で は ， 珪 長 質 マ グ マ 起 源 の 低 屈 折 率 の ガ ラ ス の み が 観 察 さ れ ， 苦 鉄 質 マ グ マ 起 源 の

高 屈 折 率 の ガ ラ ス は 認 め ら れ な い ． 一 方 ， 苦 鉄 質 マ グ マ 起 源 の ガ ラ ス は ， 今 市 火 砕 流 の

上 部 弱 溶 結 相 の 基 質 （ ８ Ｍ ） か ら 少 量 出 現 し 始 め ， 今 市 火 砕 流 の 最 上 部 非 溶 結 相 の ス コ リ ア

（ ９ Ｓ ） 中 で は 苦 鉄 質 マグ マ 起 源 の ガ ラス の ピー ク が 珪 長 質 マグ マ 起 源 の そ れ ら を 凌 ぐ ． こ

の よ う に ， ガ ラ ス の 屈 折 率 の 結 果 か ら は ， 第 ２ 図 ８ よ り 上 位 の 層 準 で ， 苦 鉄 質 マ グ マ が 珪

長 質 マ グ マ 中 に 注 入 さ れ た 証 拠 が 確 認 さ れ る ．

斜 方 輝 石 の 屈 折 率 で も ， 同 様 の マ グ マ 混 合 が 認 め ら れ る ． 今 市 火 砕 流 の 最 上 部 （ 第 ３ 図
９ Ｓ ） で は ， 苦 鉄 質 マグ マ 起 源 の 斜 方 輝 石 の ピー ク が 珪 長 質 マグ マ 起 源 の そ れ ら を 凌 ぐ ． し

か し ， 斜 方 輝 石 に よ っ て 示 さ れ る ， 苦 鉄 質 マ グ マ が 珪 長 質 マ グ マ 中 に 注 入 し た 層 準 は ，
ガ ラ ス 屈 折 率 の 示 す 層 準 よ り も 低 い ． 即 ち ， 苦 鉄 質 マ グ マ を 表 す 低 屈 折 率 の 斜 方 輝 石 は ，

今市火砕流の基底部（第３図４）から少量出現している．
こ の よ う な ガ ラ ス と 斜 方 輝 石 の 示 す 差 異 は ， マ グ マ 溜 り 中 に お け る ガ ラ ス と 斜 方 輝 石

の 反 応 速 度 の 差 異 に 起 因 す る と 推 定 さ れ る ． 今 市 火 砕 流 の 基 底 部 の 層 準 （ 第 ３ 図 ４ ） か ら 少

量 の 低 屈 折 率 斜 方 輝 石 が 出 現 す る こ と は ， こ の 位 置 で 苦 鉄 質 マ グ マ が 注 入 さ れ た こ と を
示 し て い る ． ま た ， 晶 出 し た 斜 方 輝 石 は ， そ の 後 の 液 の 組 成 変 化 に 応 じ る こ と な く ， 初

期 の 苦 鉄 質 マ グ マ の 注 入 の 証 拠 を 残 し て い る と 考 え ら れ る ． こ れ に 対 し ， ガ ラ ス は 液 の
組 成 変 化 に よ り 敏 感 に 反 応 し 混 じ っ て し ま う た め に ， ガ ラ ス 屈 折 率 の 結 果 に は 苦 鉄 質 マ

グ マ の 注 入 開 始 の 証 拠 が 残 ら な い ． こ の 結 果 ， 苦 鉄 質 マ グ マ を 示 す 高 屈 折 率 の ガ ラ ス が

観測されるのは，今市火砕流上部（第２図８）から上位である．

なお，プリニアン降下軽石層中のガラス屈折率（第２図１Ｐ-３Ｐ）と斜方輝石屈折率（第３図
１Ｐ - ３ Ｐ ） の ピークは，いずれも珪長質マグマの値の範囲内にあり，かつ今市火砕流のそれ

ら よ り も 集 中 度 が よ い ． こ の こ と は ， プ リ ニ ア ン 降 下 軽 石 層 を 供 給 し た マ グ マ の 組 成 は ，
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今市火砕流の最下部を供給したマグマよりもさらに均質な珪長質マグマからなることを
示唆する．
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な お ， 斜 方 輝 石 の 屈 折 率 に お い て ， 今 市 火 砕 流 の 最 下 部 か ら 苦 鉄 質 マ グ マ の 痕 跡 が 認

め ら れ る こ と は ， プ リ ニ ア ン 噴 火 か ら 火 砕 流 噴 火 へ の 移 行 時 期 が ， 珪 長 質 マ グ マ か ら な

る マ グ マ 溜 り 中 に 苦 鉄 質 マ グ マ が 注 入 さ れ た 時 期 と 一 致 す る こ と を 示 し て い る ． し か し ，

今 市 火 砕 流 の 噴 火 が ， 苦 鉄 質 マ グ マ の 注 入 を ト リ ガ ー と し て 起 き た か ど う か の 因 果 関 係

第 ２ 図
今市噴出物・アズキ火山灰・Ｋｕ６Ｃ火山灰中のガラスの屈折率の頻度分布（鎌田

ほか，１９９４ｂ，による）．縦軸左の数字と記号は，鎌田ほか（１９９４ｂ）の試料採取層

準と一致する．１Ｐ-３Ｐ：プリニアン降下軽石層，４-９Ｓ：今市火砕流．右の数字
（ｎ）は測定個数．測定は，ＲＩＭＳ（温度変化型屈折率測定装置；檀原，１９９１；Ｄａｎ

ｈａｒａｅｔａ１．，１９９２）を用いた．測定精度は２×１０‾４．
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は 明 ら かで は な い ．
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今市噴出物・アズキ火山灰・Ｋｕ６Ｃ火山灰中の斜方輝石の屈折率（ｙ）の頻度分布

（鎌田ほか，１９９４ｂ，による）．縦軸左の数字と記号は，鎌田ほか（１９９４ｂ）の試料

採取層準と一致する．１Ｐ-３Ｐ：プリニアン降下軽石層，４-９Ｓ：今市火砕流．右の

数字（ｎ）は測定個数．測定にはＲＩＭＳを用いた．測定精度は２×１０‾４．

上 記 の 今 市 噴 出 物 に 見 ら れ る マグ マ 混 合 は ， ア ズキ 火 山 灰 及 び Ｋ ｕ ６ Ｃ 火 山 灰 中 に も そ れ

ぞ れ １ ま ぼ 忠 実 に 確 認 さ れ る ． プ リ ニ ア ン 降 下 軽 石 層 中 の ガ ラス 及 び 斜 方 輝 石 の 屈 折 率 が，
い ず れ も 今 市 火 砕 流 下 部 の 珪 長 質 マ グ マ 起 源 の 値 を 示 し ， か つ 屈 折 率 の 集 中 度 が よ い こ

と（第２，３図１１）-３Ｐ）は，アズキ火山灰ＡＢ層とＫｕ６Ｃ火山灰ａ層においても確認される．

次に，今市火砕流の下部一中部（第２図４ - ７）に対比される層準のガラス屈折率を比較する
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と，アズキ火山灰Ｃ層・Ｋｕ６Ｃ火山灰ｂ層中のガラスは，いずれも珪長質マグマ起源のもの

に 限 ら れ ， 苦 鉄 質 マグ マ 起 源 の ガ ラス が 認 め ら れ な い （ 第 ２ 図 ） ． こ れ に 対 し ， 上 記 の 層 準

の斜方輝石屈折率（第３図４-７，Ｃ，ｂ）では，３者ともに珪長質マグマ起源の斜方輝石（高屈折

率 ） 中 に ， 苦 鉄 質 マグ マ 起 源 の 斜 方 輝 石 （ 低 屈 折 率 ） が 少 量 混 入 し 始 め る 様 子 を 示 す． こ の
よ う に ， 今 市 火 砕 流 の 下 部 一 中 部 に 見 ら れ る ガ ラス と 斜 方 輝 石 と に 現 れ る 微 妙 な 差 異 は ，

アズキ火山灰とＫｕ６Ｃ火山灰の対応する層準にも再現されている．

さ ら に ， 今 市 火 砕 流 上 部 の ガ ラ ス 及 び 斜 方 輝 石 の 屈 折 率 に 見 ら れ る 苦 鉄 質 マ グ マ の 証

拠（第２，３図のＩＳＭ-９Ｓ）は，アズキ火山灰（ＤＥ）とＫｕ６Ｃ火山灰（ｃｄ）にも認められる．ただし，

今市火砕流の最上部に見られる苦鉄質マグマが珪長質マグマを凌ぐ現象（第２，３図９Ｓ）に対

応するものとしては ’，アズキ火山灰のＤ，Ｅ層とＫｕ６Ｃ火山灰のｃ，ｄ層では，苦鉄質マグマの

混 入 と し て は 認 め ら れ る が ， 苦 鉄 質 マ グ マ が 珪 長 質 マ グ マ を 凌 ぐ に は 至 っ て い な い ． し
か し ， こ の 点 を 除 き ， 今 市 火 砕 流 で 見 ら れ た ガ ラ ス と 斜 方 輝 石 の 出 現 様 式 の 特 徴 の 殆 ど

が， ア ズキ 火 山 灰 と Ｋ ｕ ６ Ｃ 火 山 灰 の 対 応 す る 層 準 に ， 細 か く 再 現 さ れて い る と い って よ い ．

３ ． 飛 来 距 離 に よ る 構 成 物 の 変 化

（１）全構成鉱物の量比

今 市 火 砕 流 ・ ア ズキ 火 山 灰 ・ Ｋ ｕ ６ Ｃ 火 山 灰 の 全 構 成 鉱 物 の 量 比 に は ， 給 源 か ら の 飛 来 距

離 に よ る 系 統 的 な 変 化 が 認 め ら れ る ． 比 重 の 大 き い 全 重 鉱 物 の 全 構 成 鉱 物 に 対 す る 量 比
は，九州→大阪→千葉の順に５．７Ｚ→３．４Ｚ→１．０Ｚと減少する（第１表；第４図），また，比重が

重鉱物よりも小さくガラスよりも大きい斜長石の量比は，１５．３Ｚ→１０．２Ｚ→４．６Ｚと減少す

る．これに対し，比重の小さいガラスの量比は，７９．０Ｚ→８６．４Ｚ→言質泥と遠方ほど増加す

る ． こ れ ら の 現 象 は ， 噴 出 物 が 飛 来 中 に 比 重 に よ る 淘 汰 を 受 け た こ と を 示 唆 す る ．

第１表飛来距離による構成物の変化
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（２）不透明鉱物の量比
比重の最も大きい不透明鉱物の全重鉱物に対する量比にも，飛来距離による系統的な
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変化が認められる．特に，火砕流相（今市火砕流及びｃｏ-ｉｇｒｌｉＩｂｒｉｔｅａｓｈ）と降下火砕物相

（プリニアン降下軽石層及びｄｉｓｔａｌｐｌｉｎｉａｎａｓｈ）との間で見られる変化は，飛来中の火

山 灰 の 分 別 の 有 無 を 示 す 可 能 性 が あ る ， 火 砕 流 相 中 の 不 透 明 鉱 物 は ， 九 州 → 大 阪 → 千 葉
の順に３１Ｚ→１１Ｚ→４Ｚと減少し，降下火砕物相中のそれらも同様に，５２Ｚ→４０Ｚ→１３Ｚと減少

す る （ 第 １ 表 ） ． 即 ち ， 不 透 明 鉱 物 の 量 比 は ， 両 相 と も に 給 源 か ら 遠 ざ か る ほ ど 減 少 して い
る ． 一 方 ， こ れ ら を 定 量 的 に み る と ， 火 砕 流 相 と 降 下 火 砕 物 相 と の 間 に は 減 少 率 の 差 が
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今市噴出物・アズキ火山灰・Ｋｕ６Ｃ火山灰の対比（鎌田ほか，１９９４ｂ，に一部加筆）．

柱 状 図 左 の 数 字 ： 黒 曜 石 片 の 全 構 成 鉱 物 に 対 す る 量 比 ． 右 の 数 字 ： 不 透 明 鉱
物の全重鉱物に対する量比．Ｌｏｃ．Ａ：大分市曲，Ｌｏｃ．Ｂ：野津原町龍ノ台．

認められる．即ち，今市火砕流中の不透明鉱物の量比（３１Ｚ）は，プリニアン降下軽石層中
のそれら（５２Ｚ）の約６割である（第１表）．これに対し，アズキ火山灰中のｃｏ-ｉｇｎｉｕｌｂｒｉｔｅ部
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分の不透明鉱物の量比（１１Ｚ）は，ｄｉｓｔａｌｐｌｉｎｉａｎａｓｈ部分のそれ（４０Ｘ）の約３割しかない．
また，Ｋｕ６Ｃ火山灰においても，ｃｏ-ｉｇｎｉｌｎｂｒｉｔｅ／ｐｌｉｎｉａｎ比率（４Ｚ／１３Ｚ）は，同様に約３割で

ある．このことは，火砕流から火山灰が分離したところで不透明鉱物のｃ（）-ｉｇｒｌｉｌｂｒｉｔｅ／

ｐｌｉｎｉａｎ間の分別が行われたことを示唆し，大阪と千葉の間では，同様の分別が行われな
か っ た こ と を 示 唆 す る ．

（３）分別のモデル

上 記 の 事 実 は ， 以 下 の よ う に 解 釈 で き る ． プ リ ニ ア ン 噴 火 の ス テ ー ジ で は ， 噴 出 し た

構 成 物 の 殆 ど は 直 接 偏 西 風 に 乗 っ て 運 搬 ・ 堆 積 し た た め に ， 不 透 明 鉱 物 が 比 重 に よ る 淘

汰 を 受 け 減 少 す る 機 会 が 少 な か っ た と 考 え ら れ る ． こ れ に 対 し て ， プ リ ニ ア ン 噴 煙 柱 崩

壊 後 の 火 砕 流 噴 火 の ス テ ー ジ で は ， 噴 煙 柱 か ら 直 接 分 離 し た 細 粒 火 砕 物 に 加 え て ， 流 走

した火砕流から舞い上がった細粒火砕物；びｃｏ-ｉｌｌｎｉｍｂｒｉｔｅａｓｈとして運搬・堆積したため，

比 重 の 大 き な 不 透 明 鉱 物 が 選 択 的 に 除 去 さ れ る 機 会 が 多 か っ た と 考 え ら れ る ． こ の た め
に，（垣-ｉｌｌｎｉｕｌｂｒｉｔｅａｓｈ中の不透明鉱物の量比は，ｄｉｓｔａｌｐｌｉｎｉａｎａｓｈ中のそれらと比べ

る と 少 な い 結 果 を も た ら し た と 考 え ら れ る ． こ れ に 対 して ， 大 阪 と 千 葉 の 間 で は ， ｃ ｏ - ｉ

１１１１１１ｎｂｒｉｔｅａｓｈとｄｉｓｔａｌｐｌｉｎｉａｎａｓｈ間の構成物を分別するプロセスがなかったと考えら

れる．

１

Ｓ
第 ５ 図

交流消磁はＯｍＴ）後に得られた今市火砕流・アズキ火山灰・Ｋｕ６Ｃ火山灰の残留磁化方

位．各テフラごとの平均方位と９５別言頼円．◇：ｒ）Ｉ・ｅｓｅｎｔｆｉｅｌｄ，×：ｇｅ（氾ｅｎｔｒｉｃ
ａｘｉａｌｄｉｐｏｌｅｆｉｅｌｄ．（Ｉｌａｙａｓｈｉｄａｅｔａ１．，１９９５による）．

４。古地磁気方位による対比
火山地域で溶岩または火砕流堆積物の獲得する熱残留磁化と，それに伴って噴出・堆
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積 し た 火 山 灰 が 各 地 で 獲 得 す る 堆 積 残 留 磁 化 と は ， そ の 極 性 が 同 一 で あ る ば か り で な く ，

古地磁気計年変化の記録としても一致した方位を示すものと期待される（例えば，Ｒｅｙｎｏ
ｌｄｓ，１９７９）．林田ほか（１９９３）及び偏心箆ｈｉｄａｅｔｉｌＬ（１９９５）は，今市噴出物・大阪層群ア

ズキ 火 山 灰 ・ 上 総 層 群 Ｋ ｕ ６ Ｃ 火 山 灰 の 古 地 磁 気 方 位 が， そ れ ぞ れ よ く 一 致 す る こ とを 見 出

し た ． 即 ち ， 今 市 噴 出 物 ・ ア ズキ 火 山 灰 ・ Ｋ ｕ ６ Ｃ 火 山 灰 の いず れも が， や や 東 に 偏 っ た 逆

極 性 の 磁 化 方 位 を 示 す （ 第 ５ 図 ） ． こ れ ら は 経 年 変 化 を 考 慮 し た 上 で も そ れ ぞ れ 同 時 期 に 磁

化 を 獲 得 し た も の と 考 え ら れ る ．
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